
秋
の
叙
勲

　

平
成
21
年
秋
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
か

ら
は
、
瑞
宝
小
綬
章
に
１
人
、
旭
日
双
光
章
に
１
人
、

瑞
宝
双
光
章
に
４
人
、
瑞
宝
単
光
章
に
１
人
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
受
章
さ
れ
た
み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

大
お お

木
き

 榮
ひ で

夫
お

さん

（70 歳・桑山）

�瑞宝小綬章

元公立高校長

　昭和 38 年に県
立境高校に赴任し
て以来、県教育委員会事務局管理主事、
県立下館第二高校長などを歴任。平成
12年に退職されるまで、37年間にわたっ
て教育の発展に尽力されました。
「多くの方に支えられ、大過なく職責
を全うできました。そのうえ受章の栄
に浴し、『感謝報恩』の一言です」。

小
お

嶋
じ ま

 寛
か ん

一
い ち

さん

（75 歳・川澄）

�旭日双光章

元筑西市議

　昭和 62年に旧下
館市議会議員選挙
に当選して以来、５期 20 年にわたり、
議会の円滑な運営に尽力されました。
また、合併推進にも力を注ぎ、筑西市
の誕生に多大な貢献をされました。
「皆様のご協力があってこその受章と、
ありがたく思っております。今後も地
域の発展に貢献したいと思います」。

杉
す ぎ む ら

村 勇
いさむ

さん

（77 歳・富士見町）

�瑞宝双光章

元筑西広域市町村圏
事務組合消防正監

　昭和 31年に下館
市消防吏員として
任官以来、37 年間にわたって災害現場
の第一線で活躍。冷静・的確な判断の
もと、幾多の災害を最小限に食い止め、
多大な功績を残しました。
「名誉な章をいただき、誠にありがた
いと思っています。これも多くの方の
ご指導ご支援の賜と感謝しています」。

増
ま す ぶ ち

渕 久
ひ さ あ き

昭さん

（79 歳・榎生）

�瑞宝双光章

元筑西広域市町村圏
事務組合消防正監

　昭和 31 年に下
館市消防吏員とし
て任官。平成３年に消防本部次長とし
て退職されるまでの 35 年間にわたり、
卓越した知識と永年の経験をもとに、
消防・防災活動に尽力されました。
「このような章をいただけたのも、皆
様のご協力の賜と、深く感謝申し上げ
ます。ありがとうございました」。

蓮
は す ぬ ま

沼 正
ま さ

男
お

さん

（61 歳・女方）

�瑞宝双光章

元２等陸尉

　昭和 41年に陸上
自衛隊に入隊。平
成14年に古河駐屯地で退官するまでの
35 年間、国防の第一線で危険業務に従
事されました。「日航機墜落事故の救援
など大変な仕事もありましたが、上司
や同僚に恵まれ、やり遂げることがで
きました。職務を全うできたのも、家
族の支えのおかげと感謝しています。」

沼
ぬ ま

田
た

 俊
と し

雄
お

さん

（73 歳・柳）

�瑞宝双光章

元県警視

　昭和 32年から平
成９年までの 40年
間、警察官として警察各分野において
活躍し、治安維持に貢献されました。
「職務上転勤が多く、家族には負担を
かけましたが頑張ってもらいました。
このたびの受章も、家族、上司、同僚、
地域の方々など、私を支えてくれた皆
様のおかげと感謝しております」。

河
か わ

野
の

 精
せ い

次
じ

さん

（73 歳・松原）

�瑞宝単光章

元県警部

　昭和 37 年に茨
城県警察に入庁。
平成８年に退職されるまでの 34 年間、
警察官として、地域住民の命とくらし
を守るために尽力されました。
「永年の努力が報われて非常にうれし
いです。これも家族がともに苦労して
くれたおかげです。今後も体に気をつ
けて、地域に貢献していきます」。
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行 政 ニ ュ ー ス

□日本年金機構は、社会保険庁から公的年金の運営業務を引き継いで行うこ
ととなりますが、公的年金制度は、国の制度として、その財政や運営に国が
引き続き責任を持つことについては、これまでと変わりません。

□日本年金機構の設立に伴い、これまで社会保険庁や社会保険事務所の名義
で案内されていた各種の関係書類は、内容により、今後は厚生労働省または
日本年金機構の名義で案内されることとなりますが、国民の皆さま方に何ら
かの手続きをしていただくことは一切ありませんので、ご安心ください。

□現在あるお近くの社会保険事務所は、新たに「年金事務所」と名称が変わ
りますが、年金相談などの窓口として引き続きご利用いただけます。また、
「年金事務所」は、現在ある社会保険事務所の建物をそのまま使用しますので、
所在地に変更はありません。

国民の皆さまの信頼に応え、一層のサービス向上の実現を目指し、社会保険
庁は組織・人員を一新し、「日本年金機構」として生まれ変わります。

日本年金機構 来年１月１日
からスタート

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
２
期
６

年
勤
め
ら
れ
た
星ほ
し
の野
治は

る
こ子
さ
ん
（
向

上
野
）
が
９
月
30
日
付
で
退
任
さ

れ
、
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
任
に
は
糸い
と
か
わ川
文ふ

み
お雄
さ

ん
（
松
原
）
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
市
民
の
人
権
尊
重
思
想
の

普
及
高
揚
に
努
め
ら
れ
ま
す
。

社会保険庁

厚生労働省 日本年金機構

公的年金の
運営業務

廃止

公的年金の
財政責任
運営責任

■問い合わせ……
　下館社会保険事務所
　（☎２５−０８３４）

１月１日から

人
権
擁
護
委
員
に
、
糸
川
文

雄
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

筑
西
市
を
魅
力
あ
る
ま
ち
に

市
民
討
議
会
で
活
発
な
意
見

　

市
と
下
館
青
年
会
議
所
に
よ
る

市
民
討
議
会
が
10
月
25
日
、
し
も

だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
23
人
の
参
加
者
が
「
筑
西

市
を
魅
力
あ
る
ま
ち
に
し
よ
う
」

の
テ
ー
マ
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

討
議
会
で
は
、
理
想
の
ま
ち
に

す
る
た
め
に
「
医
療
・
福
祉
の
充
実
」

を
求
め
る
声
が
あ
っ
た
ほ
か
、「
行

政
事
業
へ
の
市
民
参
加
の
促
進
や

隣
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
」
と
い
っ
た
自
ら
が
積
極

的
に
ま
ち
づ
く
り
に
係
わ
ろ
う
と

す
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

討
議
の
結
果
は
報
告
書
に
ま
と

め
ら
れ
、
12
月
13
日
（
日
）
午
前

10
時
30
分
か
ら
、
し
も
だ
て
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
報

告
会
で
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

報
告
会
は
公
開
で
す
。
市
民
の
み

な
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
会
く
だ
さ
い
。

討議会は 16 歳以上の市民 2000 人を無作為に選出。その中から参
加者を募った結果、34 人が応募、討議会には 23 人が出席しました。

人権擁護委員を退任された星野治子さん
（右）と新たに委嘱された糸川文雄さん

67


